
高松商工会議所

令和４年度事業報告書





令和４年度 総括的概要

令和４年度は、経済社会において新型コロナウイルス感染症との共存が一定程度進み、正常化に向けて進み

始めた年度である。しかし年度内を通して、複合的要因による物価高騰や、ロシアのウクライナ侵攻等の国際情

勢不安、急激な為替変動が生じたことにより、中小企業・小規模事業者の経営は依然として厳しい状況にあると

言える。

このため、当所では物価高騰の影響を受ける事業者に対し、専門家相談窓口の開設による指導・助言を実施し

たほか、職員による訪問や説明会により各種補助金・給付金の活用を推進するなど、幅広い支援に取り組んだ。

また、感染症対策に十分留意しつつ、夏季会員交流会・新春祝賀会等の会員交流事業を、３年ぶりに対面方式

で開催し、人手不足対策については学生の地元企業に対する認知度向上を目的とした説明会や交流会を、対応

を迫られているインボイス制度については実践的な対応方法の説明会を、それぞれ開催した。

組織としては、３年に１度の議員改選を迎え、11月１日より新体制下での運営をスタートした。これに合わせ、委

員会について12年ぶりに体制を再編し、新たに向こう3年間を対象年度とした中期計画を策定し、今後の２大潮

流になると見込まれる「DX（デジタルトランスフォーメーション）」と「GX（グリーントランスフォーメーション）」や、人

口減少に伴う市場規模縮小・労働力不足という構造的変化に対応するための海外需要の獲得や多様な人材の

活用等に向けた取組体制を整えたところである。
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施策・事業の全体像

施策・サービス

部会を中心とした高松商工会議所の発信力強化

多様な人材を活用した人手不足対策

中小・小規模事業者の伴走型支援

地域産業の振興と中心市街地・商店街の活性化

コロナに負けないための支援

関西圏等との広域連携による周辺需要の取込み

IT・IoTの実装による生産性向上



コロナに負けないための支援

事 業 概 要

１．中小企業等の事業継続・雇用維持

に向けた支援

（１）新型コロナウイルスに関する経営相談窓口を通じた支援の継続

継続：経営指導員等の巡回強化による支援強化

ウィズコロナからポストコロナ時代への社会経済の変化に対応するため、中小企業等の新分

野展開や業態転換等の事業再構築を支援するとともに、各種補助金・助成金等の活用支援を

実施した。

また、商工会議所としてのあるべき姿として「会員から頼りにされる組織であること」を念頭に

置き、会員事業所と会議所の意識距離をより縮め、会員事業所から頼りにされる会議所を

目指すため、令和３年度に引き続き経営指導員等による会員事業所への巡回訪問を強化した。

（２）新型コロナウイルス対策各種融資制度等の活用支援の継続

従来の補助金の申請指導等に加え、国・県・市による施策説明会を実施したほか、

事業復活支援金など各種制度の申請支援や、制度融資、日本政策金融公庫や信用保証協会   

の融資制度を活用した資金繰り支援など総合的な支援を行った。

申請支援（事前確認の実施数）

事業復活支援金 119件

高松市中小企業者等チャレンジ事業応援補助金 56件

持続化補助金【一般型】 111件

事業再構築補助金 ５件

巡回件数

事業所数 1,691事業所

延べ件数 2,466件
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事 業 概 要

２．感染拡大防止と社会経済活動

の両立に向けた政策提言

（１）ポストコロナに向けた政策提言

中小企業・地域等の意見をとりまとめ、ポストコロナに向けた政策提言を行ったほか、

香川県知事 や高松市長との懇談会にて意見交換を行った。

コロナに負けないための支援

四国商工会議所連合会定時総会で決議された要望

提出日 ６月28日（火）、７月13日（水）

提出先
四国経済産業局長、四国地方整備局長（直接持参）

西村康稔内閣府特命大臣はじめ関係機関の長、四国選出国会議員

提出人 四国商工会議所連合会

要望内容 新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた緊急要望等
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事 業 概 要

３．職域接種の実施

（１）継続：職域接種（３回目）の実施

政府が決定した方針に沿って、本格的な感染再拡大を阻止しながら社会経済活動を取り戻し

ていくためにワクチン接種の更なる促進に向けて、単独の職域接種の実施が困難な中小企

業・小規模事業者を対象とする職域接種を実施した。

コロナに負けないための支援
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実施日 ４月12日（火）～４月17日（日）

実施場所 当所会館 ２階 大ホール

使用ワクチン 武田/モデルナ社製のワクチン

接種実績 2,543人

提携医療機関 一般社団法人瀬戸健康管理研究所

協力 株式会社日本政策金融公庫 高松支店



事 業 概 要

１．活用支援について

（１）IT・IoT導入事例の集積

ITの先進導入事例の情報を集積するとともに、会員のうち

先進的に取り組む事業所を訪問し、IT・IoTの導入の内容や

効果について事例調査を実施のうえ、会報誌で発信を行った。

（２）導入事業所のIT・IoT活用支援

IT・IoTに関する基礎知識の浸透を図ることを目的に、DX（デジタルトランスフォーメー

ション）に関するセミナーを実施した。

IT・IoTの実装による生産性向上

調査数 12事業所

セミナー

DXセミナーⅠ
色々な事例から考える自社に合ったDX

11月17日（木）
当所会館 ４階 401会議室およびオンライン

DXセミナーⅡ
具体的な実行計画を立て経営改革へ

12月６日（火）
当所会館 ４階 401会議室およびオンライン
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事 業 概 要

１．活用支援について

（３）IT・IoTの活用情報を発信

新規：IT・IoT導入で活用できるツール等の関連情報の提供

専門家のアドバイスのもと、数あるITツールの中から効果的に

活用できるよう分野ごとに分類し体系化を行ったうえ、

講演会にてその結果を報告した。

２．導入支援について

（１）専門家マッチングサイト（Business Plus/エキスパートバンク）を活用した導入支援

事業所とIT専門家とのマッチングを行うＷＥＢサイト「専門家マッチングサイト」を活用し、

個社の経営課題に応じた最適な専門家を事業所に仲介・紹介した。

IT・IoTの実装による生産性向上

相談件数 ３件
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事 業 概 要

２．導入支援について

（２）専門機関等と連携したIT導入支援

継続：DX（デジタルトランスフォーメーション）関連情報の提供

サービス等生産性向上IT導入支援事業（IT導入補助金）を活用したITツールの導入を支援す

るため、会報誌やHPにて制度について紹介した。

（３）高松商工会議所IT導入、支援体制の強化

継続：事務局のIT化とITスキルの向上

前々年度に導入したMicrosoft Teamsを活用し、事務局の生産性向上に取り組んだ。

加えて、クラウド型の勤怠管理システム「ジョブカン」を導入し、出退勤管理や休暇申請等を電

子化した。

また、職員のITリテラシーとIT支援スキルの向上に取り組んだ。

IT・IoTの実装による生産性向上

資格保有者（令和５年３月31日現在）

ITコーディネータ ２名 ITパスポート ６名
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事 業 概 要

１．域外に向けて

（１）関西圏の新需要に係る調査研究

３年後に開催される国際的ビッグイベントである「2025年大阪・関西万博」を見据え、商機を見出す

礎となるような情報を提供する講演会を開催した。

（２）関西市場での販路開拓及び（３）海外展開等を視野に入れた商品開発並びに販路開拓

継続：新商品・新サービス開発支援事業の実施

新商品・新サービス開発支援事業（GROW UPプログラム）により、小規模事業者等の新商品等

の販路開拓を支援した。

（次ページに続く）

関西圏等との広域連携による周辺需要の取込み

①セミナー

実施日等 12月６日（月）  、12月21日（水）
１月19日（木）、２月10日（金） 

当所会館 ２階 大ホール等

②個者支援（訪問）

実施日等
１月23日（月）、24日（火）、２月17日（金）
訪問10社

③展示会（NEW ENERGY）参加・テストマーケティング

実施日等 ２月25日（土）～28日（火）
支援事業者数６社

特別講演会
2025年大阪・関西万博への参加と県内への観光誘客について

５月30日（月）
当所会館 ２階 大ホール
およびオンライン

サービス業部会主管 全部会・委員会合同講演会
2025大阪・関西万博開催を見据えた今後の景気展望について

９月13日（火）
当所会館 ２階 大ホール
およびオンライン
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事 業 概 要

香川県台湾商談会

香川県・台湾経済交流促進協議会が台湾の政府機関及び経済団体の協力のもと実施する香川県

台湾商談会に参画した。（３年ぶりの現地開催）

新規：海外展開の情報の提供や方策の検討

JETRO 香川と連携し、講演会により越境ＥＣサイトの活用やモール・展示会への出展等の海外展

開に関する情報を提供した。

２．域内に向けて

（1）観光商品の造成

産業観光情報を紹介するウェブサイトDISCOVER

SANUKIの掲載コンテンツを適宜更新し、着地型かつ

体験型の観光コンテンツ（31個）について情報発信

を行った。

（2）観光従事者を育成

観光の推進について、先進地域の事例を学ぶため、「全国商工会議所観光振興大会

2022inえひめ松山」に参加した。

関西圏等との広域連携による周辺需要の取込み

アクセス状況 延べ22,390回（前年30,457回）

実施日 ２月８日（水）

場所 台北世貿展覧館

参加企業 香川県側13社（うち当所会員10社）、台湾側：26社

商談数 71件
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事 業 概 要

１．運営基盤の強化

（１）部会・委員会活性化

継続：定期的な勉強会・交流会の実施

関係業種の健全な発展を図ることを目的とし、関係業種に関する意見交換を行うほか、

業種が抱える問題等についての講演会等を開催した。

（２）建議・要望の強化

高松市長との意見交換会など、関係団体とも連携しながらタイムリーにまとめ、意見活動の

強化を実施した。（要望等９回、懇談会３回）

（３）新規：次期中期計画の策定に向けた検討

議員改選及び現中期計画の進捗状況を踏まえ、喫緊の社会課題や重点事業・施策等につい

て、向こう３年間を期間とする中期計画を新たに策定した。また、今後の事業運営活性化を

見据え、副業・兼業人材を活用し、パーパスや職員行動指針の策定に向けたプロジェクトを立

ち上げた。

部会を中心とした高松商工会議所の発信力強化

講演会 ７件 部会 30件 清掃奉仕事業 １件

合同講演会 11件 委員会 15件 視察見学会 ４件

高松市長と高松商工会議所との懇談会

提出日 10月11日（火）

出席者 大西市長、中林副市長ほか

当所テーマ
今後の中小企業政策の方向性について
～「デフレ・コロナマインド」から「成長マインド」へ～

高松市テーマ スマートシティたかまつ推進プラン及び中小企業等支援について
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事 業 概 要

２．会員満足度の強化支援

（１）顧客満足度向上のためのサービス拡充

新規：新商品・新サービス等の広報・PR 支援

会報誌において当所が支援した新商品・新サービスを中心に

周知・ＰＲする記事を新たに連載し、また常議員会にてプレゼン

テーションする場を設けた。

新規：共済制度等会員限定サービスのPR強化

当所の会員メリットである生命共済制度について新規加入キャ

ンペーン（加入者に入浴施設ペアチケット贈呈）を実施し、加入促進

を図った。

（２）経営基盤の強化支援

継続：BCP策定・SDGs並びにカーボンニュートラルへの取組み支援

強い経営基盤を維持するため、感染症対策を含むBCP策定支援として、中小企業BCP策定

セミナーを実施した。

部会を中心とした高松商工会議所の発信力強化

BCP策定セミナー

第１回 ７月 ７日 （木） 当所会館 ４階 401会議室およびオンライン

第２回 ７月１９日 （火） 当所会館 ４階 401会議室およびオンライン

第３回 ８月 ２日 （火） 当所会館 ４階 401会議室およびオンライン

個別相談会 ８月 ５日 （金） 当所会館 ４階 401会議室
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事 業 概 要

２．会員満足度の強化支援

（３）情報発信の強化

会報誌について、読者の目を引き、かつ情報がよく伝わるようにレイアウトを刷新のうえ、

月5,100部から月5,250部に増刷した。

また、ＳＮＳを活用し、セミナー等の情報を発信した。

ホームページは見やすさを重視した更新を行い、メールマガジンサービスは前年度に継続し

て月２回配信した。

巡回訪問時には、施策パンフレット「サービス活用ガイド」を使用し、コロナに負けない経営サ

ポートの内容を記載したボールペンを相談対応時に各事業所へ配布し、施策普及を行った。

部会を中心とした高松商工会議所の発信力強化

13



事 業 概 要

１．兼業・副業人材等の域外人材活用

による生産性向上 

（１）無料職業紹介所の運営及び地域中小企業人材確保支援等事業の実施
無料職業紹介所の運営
会員事業所、求職者双方の雇用関係の成立を斡旋する無料職業紹介所webサイトを運営
し、マッチング支援を行った。

令和４年度四国地域における地域中小企業・小規模事業者等人材確保等支援等事業

四国経済産業局からの委託により、香川県内外の多様な人材の中から、中小企業等の
ニーズに即した人材を発掘、企業への紹介、職場定着までの一貫した支援を行った。

継続：兼業・副業人材の活用支援事業の実施
労働力人口の減少に伴い、従来の雇用から人材シェアの活用促進及び受入体制の整備を
目的とし、中小企業等の人手不足対策への新たな切り口とした支援を実施した。

多様な人材を活用した人手不足対策

求人企業数 249社 求職者数 369名

求人像明確化・魅力発信支援事業 セミナー  ３回

マッチング支援事業 フェア ２回

定着支援事業 セミナー  ２回

セミナー ６月21日（火） 当所会館501・オンライン

個社支援（うちマッチング数） ２社（１社）

兼業・副業人材活用支援モデル事業補助
金

１社
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参加企業  47社

参加企業  110社

参加企業  36社



事 業 概 要

２．多様な人材の活躍推進と働き方改
革の支援

（１）合同求人説明会（就職面接会）事業の実施
香川労働局、香川県等との連携のもと、かがわーくフェアを開催した（再掲）

（２）新規：地元教育機関と連携した企業紹介等の実施
地元教育機関（大学・高専・専門学校・高校）と連携し、地元企業が人材側（学生、保護者、
教員等）に対して企業説明できる機会を提供し、認知度向上と人材確保を支援した。

（３）事業の中核的な役割を担う「中核人材」の育成支援
継続：人材育成プログラム（研修）事業の実施
階層別研修を柱とした人材育成研修を全４コース開催し、中小企業等の社員育成を
支援した。

（４）少子高齢化・人口減少に対応した社会環境・雇用環境の整備促進

新規：留学生等外国人材の活用支援事業の実施

県内中小企業の経営者、人事担当者を対象に、外国人材活用のセミナー及び外国人材との

交流会を実施した。

継続：女性の活躍を実現する企業風土づくりの実施

女性が働きやすい職場づくりを促進するため、講話を開催し、企業風土づくりを図った。

多様な人材を活用した人手不足対策

全４コース 新入社員Ⅰ・２日コース 新入社員Ⅱ・フォローアップ研修 中堅社員 管理職

開催回数 ３回 出展企業 延べ415社 参加者数 延べ502名

かがわで働く！かがわの企業紹介
６月15日（水）香川大学オリーブスクエ
ア多目的ホール・オンライン

参加学生58名
参加企業22社

令和時代の進路・就職・地元企業紹介講座
８月27日（土）
当所会館 ４階 401会議室

県下高校教員外50名

会社の活性化を実現したソーシャルビジネスダイバーシ

ティ経営で多様性のある企業を！

１月16日（月）
当所会館 ２階 202会議室
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事 業 概 要

１．中小企業等の生産性向上

（１）中小企業・小規模事業者の需要開拓並びに課題解決のための支援強化

継続：経営指導員等の巡回強化による支援（再掲）

ウィズコロナからポストコロナ時代への社会経済の変化に対応するため、中小企業等の新分野展

開や業態転換等の事業再構築を支援するとともに、各種補助金・助成金等の活用支援を継続した。

継続：支援制度・制度改正等の情報周知会の開催

国・県・市の制度・補助金説明会を継続して開催したほか、インボイス制度について周知する講演

会を開催した。

（２）事業計画策定支援

経営支援機関システム「BIZミル」を活用した、中小企業等の経営分析、事業計画策定支援を継続

して実施した。

中小企業・小規模事業者の伴走型支援

持続化補助金【一般型】 111件

事業再構築補助金 ５件

BIZミルを活用した支援

経営分析数 326件

事業計画策定支援数 214件

セミナー

事業計画書作成セミナー ８月23日（火）当所会館 ４階 401会議室およびオンライン
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事 業 概 要

1．中小企業等の生産性向上

（３）販路開拓・販売促進支援

小規模事業者に対し、新商品や新サービス、生産性プロセス等の導入等による販路開拓の取組み

を支援するため、GROW UPプログラムや専門家派遣事業を活用し支援を行った。（再掲）

２．事業承継等を契機とした経営革新支
援と成長促進支援 

（１）事業承継支援

香川県事業承継・引継ぎ支援センターにおいて、セミナーの開催やニーズの掘り起こしをはじめ、

ニーズに即した相談対応を行った。

（２）創業・第二創業（経営革新）支援

拡充：相談会等の開催による創業者支援の強化

創業塾を開催し創業人材の育成支援を行ったほか、経営革新塾では、経営多角化、事業転換な

どにより、第二創業を図る中小企業等の成長促進支援を継続して行った。

中小企業・小規模事業者の伴走型支援

創業塾

春 ５月25日（水）、６月１日（水） 、６月８日（水） 、６月22日（水） の全４日 当所会館 ２階 大ホール

秋 ８月31日（金）、９月７日（土） 、９月28日（水）  、10月５日（水）の全４日 当所会館 ２階 大ホール

経営革新塾

アフターコロナの経営革新計画づくり
～ビジネスモデルの見直しと再構築～

８月30日（火） 当所会館 ４階 401会議室およびオンライン
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中小企業・小規模事業者の伴走型支援

事 業 概 要

３．中小企業再生支援事業

（香川県中小企業活性化協議会）

中小企業等の再生についての幅広い知識と豊富な経験を有する専門家が中心となり、金融
機関、外部専門家との連携のもと、再生に向けた相談、助言から再生計画策定まで、きめ細
やかな支援を行った。
相談件数89件、再生計画策定支援完了件数76件

４．経営改善計画策定支援事業

（香川県中小企業活性化協議会）

中小企業・小規模事業者が抱えている経営財務上の課題解決のため、金融機関、外部専門
家との連携のもと、再生に向けた相談、助言から再生計画策定まで、きめ細やかな支援を
行った。

経営改善計画策定支援件数27件、早期改善計画策定支援件数３件

５．事業承継・引継ぎ支援センター事業

（香川県事業承継・引継ぎ支援センター）

後継者不在などで、事業の継続に悩みを抱える中小企業者や経営資源を引継ぐ意思のある

中小企業者からの相談に対し、事業の譲渡や承継等に関する助言や情報提供、マッチング

等、中小企業の事業引継ぎ支援を行った。

相談件数730件、引継ぎ成約件数70件
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事 業 概 要

１．地域の産業を活かしたニューツー
リズムの創造

（1）文化財を活かした観光振興

継続：高松城（玉藻城）天守閣の復元促進に関する調査研究

高松城（玉藻城）天守閣の復元に向けた機運醸成のため、高松城（玉藻城）天守閣復元

促進特別委員会の主管のもと、大西秀人高松市長を講師に招き、現状や今後の取り組み予

定について等の講演会を開催した。

（2）観光客等の誘致・受入環境の整備

インフラ整備に係る建議要望を行ったほか、部会・委員会を中心に次世代モビリティや港湾等

に関する講演会を開催した。

地域産業の振興と中心市街地・商店街の活性化

実施日 ７月29日（金）

場所 当所会館 ２階 大ホール

後援 高松市

交通運輸部会・観光部会主管 全部会合同講演会
空飛ぶクルマによる空の移動革命

４月２５日 （月）
オンライン

交通運輸部会主管 全部会合同講演会
高松港・坂出港の長期構想について

５月１６日 （月）
オンライン

交通運輸部会主管 全部会合同講演会
歩くだけでマイルがたまる新しいマイレージサービス

８月２４日 （水）
オンライン

観光部会主管 全部会合同講演会
高松の官民連携インバウンド戦略について

１２月２６日（月）
オンライン

交通運輸部会主管 全部会合同講演会
高松市におけるまちづくりとDXについて

３月２７日 （月）
オンライン
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事 業 概 要

２.地域の良さの発信強化による商店街
の活性化 

（1）中心市街地活性化に関する事業の総合調整や事業の推進

中心市街地の回遊性向上による地域経済の活性化を目的として「ぐるぐる商店街」を実施予定で

あったが、新型コロナウイルス感染症拡大下にあった状況を踏まえ、高松中央商店街振興組合連

合会が開発した高松中央商店街アプリの活用促進を目的とした広報支援を行った。

（2）チャレンジショップ事業の実施

新商品や新サービス販売に対する新たな顧客層の獲得と、商品に対する消費者ニーズを把握す

ることを目的に、テストマーケティングを行うチャレンジショップ事業を実施した。

（3）商店街の活性化支援

継続：高松中央商店街アプリの活用促進

地域の活性化や需要の喚起を目的とする商店街イベント等の取組みを支援するため、高松中央

商店街振興組合連合会が開発した高松中央商店街アプリによるデジタルスタンプラリー、ガラポン

抽選会への協力を行った。

地域産業の振興と中心市街地・商店街の活性化

実施日 11月22日（土）

実施場所 高松丸亀町壱番街前ドーム広場

参加企業 15社

アンケート回答数 908名
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会員サービス

共済制度名 加入事業所 加入者（名・件） 加入口数・台数

生命共済 358 1,451 5,105

特定退職金共済 294 2,018 14,738

経営者年金共済 3 4 5

個人年金共済 3 3

終身保障共済 20 20

特定疾病保障共済 1 1

終身医療共済 81 130

せとうち総合補償共済 47 47

集団扱損害保険 35 48

火災共済 5 6

香川県商工会議所連合会扱い

団体扱月払保険 270 400

まごころ共済（自動車事故費用共済） 13 25

西日本自動車共済 10 18

合 計 1,140 4,171 19,848

①共済制度

２．各種共済・保険制度

21

項目 事業所数（前年度の数）

会員事業所 4,809（4,791）

特定商工業者 3,668（3,718）

１．会員数等
令和５年３月31日現在



②保険制度

制 度 名 加入事業所数（件） 備 考

海外ＰＬ保険 5（    5） 海外輸出向

休業補償プラン 76（123）

情報漏えい賠償責任保険制度 19（  19）

業務災害補償プラン 820（821）

ビジネス総合保険 556（559）

③小規模企業共済・経営セーフティ共済

会員サービス

区 分 加入者数

小規模企業共済 加入者数 1,141名 （うち、当年度加入44名）

経営セーフティ共済 加入者数 246名 （うち、当年度加入23名）
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新型コロナウイルスの感染防止に留意しつつ３年ぶりに対面方式で交流会を開催したほか、会員間の親睦を深めるレクリエーショ
ンイベントを実施した。

会員サービス

夏季会員交流会 会員親睦ボウリング大会

新春祝賀会 会員親睦ゴルフ大会

23

３．会員交流
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